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【手続補正書】
【提出日】平成24年12月17日(2012.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　界面活性剤混合物であって、
（Ａ）アルカノールのアルコキシル化生成物を含有する短鎖の成分、この場合、該アルカ
ノールは、８～１２個の炭素原子を有しているものであり、アルコキシル化生成物中のア
ルカノール基あたりのアルコキシ基の平均数は０．１～３０の値であり、アルコキシ基は
、Ｃ2～Ｃ10－アルコキシ基であり、かつアルカノールは、少なくとも１の平均分岐度を
有している、および
（Ｂ）アルカノールのアルコキシル化生成物を含有する長鎖の成分、この場合、該アルカ
ノールは、１５～１９個の炭素原子を有しているものであり、かつアルコキシル化生成物
中のアルカノール基あたりのアルコキシ基の平均数は０．１～３０の値であり、アルコキ
シ基は、Ｃ2～Ｃ10－アルコキシ基であり、かつアルカノールは、少なくとも２．５の平
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均分岐度を有している、
および／またはこれらのリン酸エステル、硫酸エステル、ならびにエーテルカルボキシレ
ートを含有する界面活性剤混合物。
【請求項２】
　アルコキシ基は、エトキシ基、プロポキシ基、ブトキシ基、およびペントキシ基からな
る群から無関係に選択されていることを特徴とする、請求項１記載の界面活性剤混合物。
【請求項３】
　短鎖の成分（Ａ）および／または長鎖の成分（Ｂ）に関して、それぞれのアルコキシル
化生成物のアルコキシ基の総数に対するエトキシ基の割合は、少なくとも０．５であるこ
とを特徴とする、請求項１または２記載の界面活性剤混合物。
【請求項４】
　短鎖の成分（Ａ）の少なくとも１のアルカノールは、９～１１個の炭素原子を有するこ
とを特徴とする、請求項１から３までのいずれか１項記載の界面活性剤混合物。
【請求項５】
　短鎖の成分（Ａ）の少なくとも１のアルカノールは、１．０～２．０の平均分岐度を有
することを特徴とする、請求項１から４までのいずれか１項記載の界面活性剤混合物。
【請求項６】
　長鎖の成分（Ｂ）の少なくとも１のアルカノールは、１６～１８個の炭素原子を有する
ことを特徴とする、請求項１から５までのいずれか１項記載の界面活性剤混合物。
【請求項７】
　長鎖の成分（Ｂ）の少なくとも１のアルカノールは、２．５～４．０の平均分岐度を有
することを特徴とする、請求項１から６までのいずれか１項記載の界面活性剤混合物。
【請求項８】
　成分（Ａ）および／または（Ｂ）に関して、アルコキシル化生成物中のアルカノール基
あたりのアルコキシ基の平均数は、１～３０の値である、請求項１から７までのいずれか
１項記載の界面活性剤混合物。
【請求項９】
　界面活性剤混合物中の短鎖の成分（Ａ）のモル割合対界面活性剤混合物中の長鎖の成分
（Ｂ）のモル割合の比率は、９９：１～１：９９の範囲の値であることを特徴とする、請
求項１から８までのいずれか１項記載の界面活性剤混合物。
【請求項１０】
　請求項１から９までのいずれか１項記載の界面活性剤混合物を含有する調製物。
【請求項１１】
　請求項１から９までのいずれか１項記載の界面活性剤混合物を製造する方法であって、
（ａ）アルカノール混合物をアルコキシル化する工程、この場合、該アルカノール混合物
は、８～１２個の炭素原子を有するものであり、アルコキシル化生成物中のアルカノール
基あたりのアルコキシ基の平均数は、０．１～３０の値であり、アルコキシ基はＣ2～Ｃ1

0－アルコキシ基であり、かつアルカノール混合物は、少なくとも１の平均分岐度を有す
る、
（ｂ）アルカノール混合物をアルコキシル化する工程、この場合、該アルカノール混合物
は、１５～１９個の炭素原子を有するものであり、アルコキシル化生成物中のアルカノー
ル基あたりのアルコキシ基の平均数は、０．１～３０の値であり、アルコキシ基は、Ｃ2

～Ｃ10－アルコキシ基であり、かつアルカノール混合物は、少なくとも２．５の平均分岐
度を有する、および
（ｃ）工程（ａ）および（ｂ）で得られたアルコキシル化生成物を混合する工程
を有する方法。
【請求項１２】
　請求項１から９までのいずれか１項記載の界面活性剤混合物を製造する方法であって、
（ａ）８～１２個の炭素原子および少なくとも１の平均分岐度を有する第一のアルカノー
ルの混合物と、１５～１９個の炭素原子および少なくとも２．５の平均分岐度を有する第
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二のアルカノールの混合物とを混合する工程、および
（ｂ）第一の混合物と第二の混合物とからなる混合物をアルコキシル化する工程、この場
合、アルコキシル化生成物中のアルカノール基あたりのアルコキシ基の数は、０．１～３
０の平均値を有しており、かつアルコキシ基は、Ｃ2～Ｃ10－アルコキシ基である
を有する方法。
【請求項１３】
　乳化剤、起泡調節剤、湿潤剤、特に硬質表面用のもの、保湿剤としての、請求項１から
９までのいずれか１項記載の界面活性剤混合物または請求項１０記載の調製物の使用。
【請求項１４】
　洗浄剤中での、硬質表面のクリーニングのための、化粧品、医薬品および農薬調製物中
での、ラッカー、被覆剤、接着剤、皮革脱脂剤中での、テキスタイル産業、繊維加工、金
属加工、食品産業、水処理、製紙工業、発酵又は鉱物加工のための、および乳化重合にお
ける請求項１３記載の使用。
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